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↑ 素手のまま椰子の木に登って実を落とす少年 

 

 

←泳いでいる魚を追いかけて素手 

で捕まえ、自分で火をおこし、 

それを焼いて友達と一緒にむさ 

ぼり食う少年たち 

 

 

 

 

都市環境に住む者ほど脳力を発揮できないでいる 

 

 

日本の今の子どもたちは、様々なものに満た

されて生活しているように見えるが、身体能

力を確実に失いつつある 

中学生や高校生にもなると、元気の無い子が

増えてくる。 

社会人になると、体調不良を訴える者が増え

てくる。仕事中に眠気が襲ってきたり、頭痛

が襲ってきたりする。 

冬場が近づいたり、天気の良くない日が続く

と気分が暗くなり、落ち込んでしまう。 
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ヒトの聴覚は衰退したが、生命維持に大きく関わっている脳幹の部分は他の 

哺乳類と同じである。 

私たちは、聴覚や意識とは別のところで、超高周波音による生命信号を脳幹 

に入力し、それをもとに各種の生理機能の調節を行っている。 

しかし現代社会は、その大切な生命信号を奪ってしまったのである。脳幹の 

機能低下は当然の結末なのである。 

ヒト以外の哺乳類には、

ヒトには聞こえない超高

周波音が聞こえる。 

彼らは、それをも駆使し

てコミュニケーションを

取ったり、各種の生理機

能の調節を行っている。 
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むしろ、脳・神経系の伝達効率を高める 

あらゆる生物は、決して静かなところには棲んでいない。 

そのため、自然環境音が存在する場所で最も実力が発揮 

できるように進化してきた。 

ヒトも同じであり、自然環境音が存在するときにこそ能力 

が高まるのである（確率共鳴現象）。 
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様々なシーンで USD が威力を発揮する

子どもの学習環境で

 

高齢者施設で 

列車や飛行機の中で 

赤ちゃんやママの居る環境で 

USD
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高性能なスタジオ・モニタースピーカー 

でも、超高周波音の再生能力は高くない。 
USD で再生できる範囲（3kHz～150kHz） 

USD（Ultrasonic Soundscape Device；超高周波音サウンドスケープ再生装置＜特許出願

中＞）に搭載しているスーパー・ツイーターは、市販品として、これまで実現されること

のなかった 150kHz という超高周波音まで再生することを可能にしている。また、それを

駆動する内部の回路は 180kHz という更なる超高周波音まで対応している。そのような性

能を本機に求めた理由は、80kHz 以上の超高周波音を伝達媒体にしている生命信号を再生

するためである。 

150kHz まで余裕で再生可能！！ 
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通常のコンパクトディスク

（CD）には、可聴域を超え

る超高周波音は含まれてい

ない。また、インターネッ

トで配信されている一般的

な音源は、16kHz～17kHz

が上限である。 

「ハイ・レゾリューション・

オーディオ」と謳っている

音源であっても、含まれて

いる信号の上限は 40kHz

～50kHz 程度である。 

USD 用音源は、厳選した複数の種類の生命信号だけを取り出して何倍
にも増幅し、主音源にミックスして制作している特殊音源である。 

エンマコオロギが発している

生命信号が含まれている 

生命信号が含まれる超
高周波音だけを取り出
した、USD 用ミックス
音源の一つ 

一般に流通している音源は、このレベルのものである 

USD 用音源には、超高周波音を媒体にした 
生命信号が複数 Mix されている 

そのような音源を再生するだけなら、USD は必要無い。 
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USD の仕様 

前面  

裏面  

バッテリー内蔵で 

どこにでも持って行ける 
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超高周波音と可聴音を広範囲に届ける 
ハイ・パワー仕様 

スーパー・ツイーターを 2 個搭載 

小型フルレンジ・スピーカー搭載 

ハイパワー・アンプ搭載 

（USD の数倍のパワー） 

USD の上位機種 USD-GIGA 誕生 


